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令和６年度石川県国民健康保険特別会計決算(見込み)の概要

〇 令和６年度における県国保特別会計は、6億円の黒字(歳入993億円－歳出987億円)

→保険給付費等交付金の減等による
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〇 収支差額6億円は、令和７年度へ繰り越し、国への返還金を除き基金へ積み立て

→令和７年度以降の納付金上昇抑制等に活用

令和６年度石川県国民健康保険特別会計決算(見込み)の概要

令和６年度末

財政調整事業分

残高

12億円

財政安定化基金の活用方法(予定)

令和６年度分

収支差額積立

5億円

歳入

993億円
歳出

987億円

収支差額

6億円

国への返還金

1億円

令和６年度決算見込み 収支差額の活用方法(予定)

財政安定化基金

(財政調整事業)

に積み立て

5億円

※Ｒ６からＲ７へ繰越

令和７年度以降の納付金

上昇抑制等に活用

（年度間財政調整）

【参考】

令和７年度活用予定

・納付金上昇抑制

→ 約2億円

・前期高齢者交付金精算

→ 約4億円

R5末残高 19億円

R6積立額 16億円

R6取崩額 ▲23億円
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《参考》令和６年度石川県国民健康保険特別会計決算(見込み)の内訳
【歳入】 【歳出】 （単位：百万円）

科　　目
最終

予算額
決算額 増減 備　　考 科　　目

最終

予算額
決算額 増減 備　　考

公費等 33,238 33,633 395

・療養給付費等負担金（32％）

・国調整交付金（9％相当）

・県一般会計繰入金（9％相当）

・保険者努力支援交付金など

保険給付費等

交付金
80,643 79,359 ▲ 1,284

・普通交付金

→市町が支払う保険給付費等を全額交付

・特別交付金

→市町の財政状況や医療費適正化への取

　組等、個別事情に応じ交付

国民健康保険

事業費納付金
27,372 27,372 0

・医療分

・後期高齢者支援分

・介護分

後期高齢者

支援金

介護納付金等

17,656 17,638 ▲ 18

・後期高齢者医療制度の医療給付費の一

　部を各保険者が支援金として負担

・国保に加入する第2号被保険者（40歳

　以上65歳未満）が負担すべき介護給付

　費を納付

・保健事業費など

基金繰入金 3,350 2,298 ▲ 1,052

・財政安定化基金（財政調整事

　業分）を取り崩し、納付金上昇

　抑制や保険給付費等の見込増

　への対応に活用

基金積立金 1,587 1,587 0

・前年度繰越金について、国庫返還金や納

　付金上昇抑制等への活用後の残額を、

　財政安定化基金（財政調整事業分）

　に積立

前期高齢者

交付金等
34,523 34,523 0

・被用者保険（協会けんぽ、健保

　組合、共済組合）からの支援金

・保険給付費等交付金返還金

　など

諸支出金 77 77 0
・医療給付費等の確定に伴う国庫負担金

　等の返還金

前年度繰越金 1,480 1,480 0 ・前年度繰越金 合　計 99,963 98,661 ▲ 1,302

　 合　計 99,963 99,306 ▲ 657 【歳入】99,306百万円　－　【歳出】98,661百万円　＝　(収支差額)645百万円


